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1_ ３区金丸哲選手　2_ 一斉スタートとなった 15 区、鈴木
真奈選手（猪苗代中１年）　3_ ６区半澤拓見選手　4_ 閉会式
終了後、みんなで記念撮影　5_ ２区住吉秀昭選手（田村高
２年）　6_ ７区吉田勇大選手（東中２年）　7_ ９区小川あか
り選手（猪苗代中３年）　8_ アンカーを務めた松崎政継選手
9_11 区金子瞳選手　10_12 区影山裕選手　11_ ８区國分伊三
郎選手（猪苗代中３年）　12_ ４区小川広選手（田村高３年）
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第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
争
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
11
月
17
日
、
白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で

の
16
区
間
、
95
・
１
㌔
の
コ
ー
ス
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
内
53
チ
ー
ム
、
８
３
９
人
が
参

加
。
猪
苗
代
町
チ
ー
ム
は
町
の
部
で

４
位
、
総
合
で
13
位
と
今
年
も
健
闘

し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
で
は
、
２
区
の
住
吉
秀
昭

選
手
、
７
区
の
吉
田
勇
大
選
手
が
町

の
部
区
間
賞
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
全

て
の
選
手
が
粘
り
強
い
走
り
を
見
せ

ま
し
た
。
全
力
を
出
し
切
り
、
タ
ス

キ
を
つ
な
い
だ
選
手
た
ち
の
頑
張
り

は
、
町
民
に
元
気
と
勇
気
を
与
え
ま

し
た
。

　

四
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
、
開
会

式
で
第
１
回
大
会
か
ら
連
続
で
出
場

し
て
い
る
選
手
な
ど
を
表
彰
。
選
手
、

コ
ー
チ
や
監
督
と
し
て
25
回
連
続
で

出
場
し
て
い
る
本
町
チ
ー
ム
の
五
十

嵐
幸
夫
監
督
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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から５区神汰輝選手（会津高１年）にリレー　13_13 区五十
嵐史朗選手から 14 区長谷川尚大選手（会津学鳳高２年）に
リレー。五十嵐選手の懸命のスパートで間一髪タスキがつな
がる。長谷川選手が一斉スタート用のタスキを放り投げて走
り出す　14_ １区小林萌々選手（猪苗代中２年）　15_10 区
五十嵐修一選手（学法石川高３年）　16_11 区金子瞳選手（緑
小教諭）の応援に駆け付けた緑小の児童たち

７区　町の部区間賞

25 年間この大会に携わってこ
られてよかった。走ることだけ
でなく、いろいろな経験をする
ことができて、自分にとってプ
ラスになった。これからもこの
大会を目指して選手が育って
いってほしい。

最初から区間賞を取るつもりで
走った。タスキを渡すまでに町
の部１位にすることが自分の役
割だと思っていたので、それを
果たせてよかった。総合では区
間５位だったので、来年はもっ
と上を目指したい。

とにかくがんばるしかないと
思って走った。区間賞を取れる
とは思っていなかったので、結
果を聞いたときは驚いた。今年
の冬は体力づくりに取り組ん
で、来年の中体連で県大会に行
けるように頑張りたい。

吉田勇
ゆ う

大
だ い

 選手 住吉秀
ひ で

昭
あ き

 選手

選
手
、
コ
ー
チ
、
監
督
と
し
て

25
回
連
続
出
場

五
十
嵐
幸ゆ

き

夫お 

監
督

２区　町の部区間賞

第 25 回ふくしま駅伝

全力でつないだタスキ
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今月の表紙
長瀬小マーチングバン
ドの移杖式に臨む、ド
ラムメジャーの三瓶水

み ず

葵
き

さん。「自分たちは
叶わなかったけど、後
輩たちには頑張って全
国 大 会 に 行 っ て ほ し
い」という思いと共に、
指揮杖を後輩に託しま
した。（関連 16 ページ）

【撮影日】　11 月 22 日
【撮影場所】　カメリーナ

し
な
て
も

輪

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
沸
い
た
今
年
、

「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
本
町
に
は
、

お
も
て
な
し
の
心
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、

そ
の
お
も
て
な
し
の
数
々
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
お
も
て
な
し
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

おの

Contents－

Pick Up
今月のイベント

　

猪
苗
代
中
学
校
の
創
立
50
周
年
記

念
式
典
は
10
月
25
日
、
同
校
で
行
わ

れ
、
関
係
者
が
半
世
紀
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓
い
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和
39
年
に
当
時
の
猪
苗

代
中
、
千
里
中
、
翁
島
中
の
３
校
を

統
合
し
て
開
校
。
昨
年
度
ま
で
に

８
８
５
５
人
の
生
徒
が
卒
業
し
て
い

ま
す
。

　

式
典
で
は
校
歌
斉
唱
の
後
、
生
徒

が
ス
ラ
イ
ド
で
学
校
の
50
年
の
歴
史

な
ど
を
紹
介
。
記
念
事
業
実
行
委
員

長
の
矢
吹
孝た

か

志し

同
窓
会
長
が
「
50
年

の
節
目
を
心
一
つ
に
喜
び
合
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
宇
南
山
忠た

だ

明あ
き

校
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
来

賓
を
代
表
し
て
前
後
公ひ

ろ
し

町
長
、
土

屋
重し

げ

憲の
り

教
育
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

歴
代
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
対
す

る
感
謝
状
贈
呈
も
行
わ
れ
、
実
行
委

員
会
か
ら
は
同
校
に
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
新
調
し
た
校
旗
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
新
田
峻り

ょ
う

介す
け

さ
ん（
３

年
）が
生
徒
を
代
表
し
「
50
年
の
歴

史
を
誇
り
に
、
伝
統
を
し
っ
か
り
受

け
継
ぎ
発
展
さ
せ
、
後
輩
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
み
ち
の
く
ボ
ン

ガ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
記
念
講

演
も
開
か
れ
ま
し
た
。

創立 50 周年を
盛大に祝う

【目次】

特
集

新しい仲間
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今
年
も
盛
況
だ
っ
た
新
そ
ば
祭
り

　

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
た
「
猪

苗
代
新
そ
ば
祭
り
」
は
11
月
９
、
10

の
両
日
、
カ
メ
リ
ー
ナ
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
２
日
間
で

４
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ
ん
が

訪
れ
、
猪
苗
代
の
新
そ
ば
を
心
ゆ
く

ま
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　

振
舞
わ
れ
た
そ
ば
は「
祝
言
そ
ば
」

と
「
ざ
る
そ
ば
」
の
２
種
類
。「
天

ぷ
ら
の
盛
り
合
わ
せ
」
や
「
そ
ば
が

ゆ
」
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
▽
「
猪
苗
代
手
打
ち

そ
ば
の
会
」
の
名
人
た
ち
に
よ
る
そ

ば
打
ち
実
演
▽
物
産
市
で
の
そ
ば
粉

や
野
菜
な
ど
の
販
売
▽
日
本
舞
踊
や

「
猪
苗
代
そ
ば
口
上
」
︱
な
ど
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
「
蕎
麦
の
里
」
の

秋
を
五
感
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
族
で
訪
れ
た
遠
藤
寛
之
さ
ん

（
福
島
市
）
は
「
来
た
の
は
今
年
で

３
度
目
。
会
津
で
開
か
れ
る
そ
ば
ま

つ
り
の
中
で
一
番
お
い
し
い
。
日
程

が
合
え
ば
毎
年
で
も
来
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

新
そ
ば
祭
り
の
裏
側

　

猪
苗
代
新
そ
ば
祭
り
は
、
町
の
特

産
物
で
あ
る
ソ
バ
の
振
興
を
目
的
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災

以
降
は
町
の
食
の
安
全
・
安
心
の
Ｐ

Ｒ
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
多
い
時
で
一
日
に

２
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ
ん
が

訪
れ
る
、
県
内
最
大
級
の
そ
ば
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら
も
多
く

の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
訪
れ
る
な
ど
、
県

内
外
に
「
蕎
麦
の
里
・
猪
苗
代
」
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

町
や
町
商
工
会
、
猪
苗
代
観
光
協

会
、
町
振
興
公
社
な
ど
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
の
主
催
で
、
今
年
の
新
そ

ば
祭
り
に
は
、
そ
れ
ら
の
団
体
か
ら

延
べ
約
４
０
０
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
が

動
員
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
は
、
猪
苗
代
手
打
ち

そ
ば
の
会
と
町
振
興
公
社
が
担
当
。

４
０
０
０
食
を
超
え
る
そ
ば
を
、
名

人
た
ち
が
一
切
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、

極
上
の
そ
ば
に
仕
上
げ
ま
す
。

　

厨
房
テ
ン
ト
で
は
、
そ
ば
ゆ
で
や

天
ぷ
ら
揚
げ
、
盛
り
付
け
、
食
器
洗

い
な
ど
の
係
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
休
む
間
も
な
く
働
い
て
い
ま
す
。

　

会
場
内
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
お
客
さ

ん
に
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
心
掛
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

　

設
備
の
充
実
や
運
営
方
法
の
改
善

も
毎
年
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
ゆ
で
釜
と
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
増
設
し
、

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
言
そ
ば
は
、
ス
タ
ッ
フ
間

の
連
携
に
よ
っ
て
、
よ
り
あ
つ
あ
つ

で
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
は
す
べ
て
、
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
ほ
し
い
か
ら
。
人
気

を
支
え
て
い
る
の
は
、
関
わ
る
人
す

べ
て
の「
お
も
て
な
し
の
心
」で
す
。

猪苗代新そば祭り
第17回

来てくれたお客さんのため、スタッフたちが休む間もなく働く

　猪苗代新そば祭りの誇れるところは、4000 食すべて
の完成度が高いということです。一人のお客様が口にす
るそばは、私たちにとっては 4000 食のうちの一食。で
も、そのお客様にとってはその一杯がすべてです。です
から、少しも妥協できません。
　そういった「お客様一人一人を大切にする」「お客様
の立場になって考える」という意識は、そば打ちの人や
厨房の中だけでなく、フロアー係、案内係、駐車場係な
どすべてのスタッフに浸透していると思います。だから
たった２日間でも、担当する人が替わっても、同じサー
ビスが提供できるんです。
　新そばまつりは、「町のイメージ」という大きなもの
を背負った、多くの人で支える一つの大きな店です。す
べてのスタッフがそれを理解し、真摯に、そして誠実に
取り組んでいることが、お客様の満足につながっている
のだと思います。

小野秀
ひ で

男
お

さん

　古くから会津に伝わるそば打ちでは、麺棒を１本しか
使いません。猪苗代では今でもそうしていますが、ほか
ではより効率的な３本の麺棒を使うやり方が主流になっ
てきています。そば祭りでも、猪苗代と同じやり方で実
演しているところはほとんどありません。
　新そば祭りは、そういった伝統や技術を守り、伝えて
いくという点でも意義のあるものです。しかし、私たち
手打ちそばの会では高齢化が進み、年々会員が減ってい
るのが現状です。そば打ちには技術が必要です。お金を
払う価値があるそばの打ち手を養成するのには、時間も
かかります。町がソバの振興を進めていくのなら、例え
ば役場職員の打ち手を増やすというのも一つの方法では
ないでしょうか。
　あとは、実演する時に隣で説明してくれる人がいたら
いいですね。実演を見るのを楽しみに来るお客さんも多
いので、喜ばれると思います。

猪苗代町振興公社総務課長

佐藤善
ぜ ん

司
し

さん

猪苗代手打ちそばの会会長

【厨房テント内の様子】

今年も大勢の人でにぎわった新そば祭り
その人気を支えるのは「おもてなし」の心

1_「じいちゃんが作ったそばはおいしいよ」と笑顔でそばを食べるのは、そば打ち名人、
佐藤善司さんの孫、はるかちゃん（左）とあかりちゃん　2_ 猪苗代そば口上を披露した吉
崎ミナ子さん　3_ 今年も長い行列ができました

12

3

■キーマンに聞く　新そば祭りの「人気の秘訣」と「今後の課題」

大切なのはお客様の
立場に立つこと

年々減っている
打ち手の養成が課題

▲　

食
器
洗
い

▲　

天
ぷ
ら
揚
げ

▲　

そ
ば
ゆ
で

心一つに
おもてなし
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スタートの様子。スタート・ゴール地点以外の場所でも多くの町民が選手らに温かい声援を送った

沿
道
か
ら
の
温
か
い

声
援
が
、
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
の
力
に
な
る
ね　

ご当地キャラ
ヒデヨくんが
イベントでの
おもてなしを
リポート

うに心掛けて運転しています。町外からイベントや観
光に来るお客さんは、みんなとても楽しみに猪苗代に
いらっしゃいます。ですから、「来てよかった」と思っ
て帰ってもらいたい。目的地に着くまでの短い時間で
も、気分良く過ごせたらうれしいですよね。重い荷物
は持ってあげる、足が不自由な人は歩くのを支えてあ
げるなど、一つ一つは小さくても、そういったことが
積み重なれば、磐梯山や猪苗代湖などの景色もよりき
れいに見えるのではないでしょうか。いい思い出づく
りのお手伝いができたらうれしいですね。

町食生活改善推進員会と町商工会女性部が約
4000 食分の豚汁を振る舞った。地元産の食材
も使い、町の食の安全・安心もＰＲした

こ
の
日
は
寒
か
っ
た
か

ら
、
温
か
い
豚
汁
は
う

れ
し
い
ね
。
心
も
体
も

温
ま
る
よ

「祝言そば」を提供したいわはし館のブースに
は長い行列ができた。猪苗代の名物に大勢の人
が舌鼓を打った

体育協会加盟団体の皆さんはゴールしたラン
ナーたちに「お疲れさまでした」と笑顔でタ
オルを配った

猪苗代吹奏楽団が開会式で演奏を披露。ハー
フマラソンスタートのファンファーレも演奏
した。いなわしろ天鏡太鼓と川桁謡真鼓楽会、
猪苗代芸能保存会はスタート・ゴール地点や
コースの途中で勇壮な太鼓の演奏を披露し、
ランナーたちを鼓舞した

力
強
い
太
鼓
の
音
が
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
を
元
気

づ
け
た
よ
。
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
ね　

冷
た
い
雨
に
打
た
れ
な

が
ら
も
頑
張
る
姿
に
、

じ
ー
ん
と
き
た
よ

　学校にボランティアの募集はこなかったのです
が、町を盛り上げるお手伝いがしたいと思い、事
務局にお願いしました。
　当日は主に手荷物の受け渡しの仕事をしまし
た。朝の５時半集合で、暗いし、眠いし、寒いし、
仕事はとても忙しかったです。
　大変だったけど、県外から来た人も多かったの
で、いろいろな人と話をすることができて楽し
かったです。どのイベントに行ってもそうですが、
一番うれしいのは、参加者から感謝されること。

「ありがとう」と言われると、自分たちもうれし
くなるし、やってよかったとしみじみ思います。

左から渡部舞
まい

香
か

さん、桑原杏
あ

依
い

さん、佐々木裕
ゆ

香
か

さん、
佐野衣

い

緒
お

捺
な

さん（いずれも３年）

猪苗代高ＪＲＣ委員会の皆さん

猪苗代湖ハーフマラソンのボランティアとして参加

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
あ
る

観
光
地
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し

そ
ば
も
大
人
気
だ
っ
た

ね
。
地
元
の
農
産
物
や
特

産
品
な
ど
を
売
っ
て
い
る

ブ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ

四季を通じてさまざまなイベントが開かれる本町
イベントはもはや猪苗代のお家芸。おもてなしもハイレベル

イ
ベ
ン
ト
に
来
た
人
た
ち

も
、
こ
ん
な
お
も
て
な
し

に
出
会
え
る
か
も
ね

乗務員　高橋正
しょう

一
い ち

さん（左）、浅川勇
ゆ う

一
い ち

さん

私たち運転手は、
何と言っても、お
客様を安全に目的
地までお送りする
のが第一です。そ
れから、快適に過
ごしてもらえるよ

猪苗代タクシー

来た常連さん同士で「今年も会ったね」などと話して
いることもあります。うちは何でもあけっぴろげ。お
客さんとも何でも話します。そんな感じなので、お客
さんたちはまるで家族のように振る舞っていて、「こ
の人は本当にお客さんなのかな」と思うこともあるし、
逆に私たちが気を使わなすぎて「俺たちは客だぞ」と
言われることもあります。特別なおもてなしというこ
とは意識していないし、なんで来てくれるのか私たち
にもわかりませんが、常連さんたちは毎年、「ただい
まー」と言って帰ってくるんです。

宇南山隆
たかし

さん（左）、信
の ぶ

子
こ

さん
うちに来るお客さ
んは、常連さんや
学生の合宿客がほ
とんど。１回くれ
ば、次からはもう
家族のようなもの
です。年末年始に

民宿松屋

いろいろなおもてなし

　

週
末
と
も
な
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
の

な
い
日
が
珍
し
い
ほ
ど
そ
の
数
が
多

い
本
町
。
磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
な
ど

の
恵
ま
れ
た
自
然
に
加
え
、
野
口
英

世
博
士
の
生
誕
の
地
で
あ
る
こ
と
や

土
津
神
社
、
亀
ケ
城
公
園
な
ど
の
名

所
・
旧
跡
も
多
く
、
豊
富
で
多
様
な

観
光
資
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
そ

の
理
由
で
す
。

　

登
山
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
マ
ラ
ソ

ン
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
ス
キ
ー
大

会
な
ど
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
野
口
英
世

博
士
や
保
科
正
之
公
を
顕
彰
す
る
文

化
系
の
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
猪
苗
代
新
そ
ば

祭
り
の
ほ
か
に
も
、　

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
猪

苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
風
と

ロ
ッ
ク
芋
煮
会
な
ど
、
数
千
人
を
集

め
る
イ
ベ
ン
ト
も
年
に
数
回
開
か
れ
、

本
町
は
ま
さ
に
イ
ベ
ン
ト
王
国
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
っ
た
地
域
の
特
性
か
ら
、

町
民
が
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会

が
多
く
、
そ
こ
で
の
お
も
て
な
し
は

参
加
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

10
、
11
ペ
ー
ジ
で
は
、
参
加
者
の

満
足
度
が
と
て
も
高
い
２
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
。
そ
の
魅
力
は
ど
う
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

インタビュー

猪苗代湖
ハーフマラソン
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伝わるおもてなし
ジンギスカップＩＮ磐梯高原農青連農業体験ツアー

　　　秋の磐梯高原の自然の中を、
　　　マウンテンバイク（以下ＭＴ
Ｂ）にまたがり、風を切って駆け抜
ける。第７回ジンギスカップＩＮ磐
梯高原は 10 月５、６の両日、磐梯
南ケ丘牧場内の特設コースで開かれ
ました。
　レースは、補助輪付きの自転車に
乗る幼児のスーパーキッズクラスか
ら、競技者向けのエリートクラス
までの男女別全 16 クラス。約 300
人の参加者は、磐梯山を望む絶好の
ロケーションの下、全力でレースに
挑みました。
　ジンギスカップの名のとおり、ジ
ンギスカンが食べられるのもこの大
会の魅力の一つ。ほかにも町の名所、
旧跡などを巡る磐梯高原の魅力発信
ツーリングや青空ヨガ教室、自転車
キッズ検定など、参加者を楽しませ
る工夫が満載です。
　そして、何よりも魅力なのがその
一体感。会場にいる人みんなが楽し
そうに盛り上がっていて、その雰囲
気はまるで一つの家族のようです。

気持ちのこもったイベントは　　　　思いが伝わる　楽しさが伝わる

　　　月 12、13 の両日、本町で農
　　　業体験ツアーが行われ、首都
圏から５人が訪れました。
　このツアーは、原発事故による風
評被害の払しょくを図ろうと、ＪＡ
あいづ青年連盟猪苗代地区（以下農
青連）と農青連キャベツ研究会が実
施したものです。
　参加者たちは２日間で花やトマト
の収穫、稲刈りなどさまざまな農作
業を体験したほか、農作物の放射能
検査などを見学しました。
　初日の案内役を務めた農青連の渡
部雅幸さんは、行く先々で参加者た
ちに丁寧に説明。体験受け入れ先の
メンバーも熱心に作業の手ほどきを
しました。12 日夜に開かれた懇親
会では、メンバーらが参加者と意見
交換をするなど、親睦を深めました。
　参加者アンケートでは、全員が「福
島の農産物は安全だと感じた」と回
答。さらに体験内容も「満足」「期
待以上」という結果に。メンバーた
ちの苦労や熱意も伝わり、大成功に
終わりました。

1_ スーパーキッズのレースは、まるで幼稚園の運動会のようななごやかな雰囲気。
自分のレースでは真剣な表情を見せるお父さんも、すっかりやさしい顔に　2_ コー
スのあちこちで家族やチームメイトが声援を送る　3_ 魅力発信ツーリングで十六橋
を案内する、いなわしろ伝保人会の田島一

か ず

博
ひ ろ

さん（中央）。ＮＨＫ大河ドラマ「八重
の桜」やジオパークに関連付けて、ユーモアを交えながらわかりやすく解説した

1_ 花の脇芽取りの作業を丁寧に教える、メンバーの渡部雅
ま さ

史
ふ み

さん（左）。参加者たちは、
きれいな花が店頭に並ぶまでに多くの手間が掛かっていることを学んだ　2_ ＪＡト
マト共選場の見学では、作業の内容や出荷の流れだけでなく、渡部さんらがおいしい
トマトの見分け方など、消費者にうれしい情報も伝授　3_ ツアー終了時、みんなで
記念撮影。参加者たちの表情からも満足度がうかがえる

　福島の農産物が安全・安心だということ
をきちんと理解してもらうには、実際に来
てもらうのが一番。参加者に自分の目で確
かめてもらい、それを周りの人たちに伝え
てほしい。そう思って私たちはこのツアー
を企画しました。
　ツアーでは、作物を作るのにどれだけの
手間が掛かるのかを理解してもらうため、
丁寧に説明し、作業の手ほどきをしようと
心掛けました。それが参加者の満足につな
がったのかもしれません。あとは、「自分
ならこうしてもらえるとうれしい」という

ことをしてあげる。せっかく来てくれたの
だから、「よかった」と言ってほしいです
よね。花や野菜を作るときの「消費者に喜
んでほしい」という気持ちと同じです。
　懇親会で参加者といろいろ話せたことも
よかったです。メンバーたちの苦労や思い
も伝わり、「これからは積極的に福島のも
のを買いたい」と言ってくれた人もいて、
やってよかったと思いました。
　来年も実施したいと思っていますが、難
しいのは資金面。県や町など、行政がバッ
クアップしてくれるとありがたいですね。

森山栄
ひ で

幸
ゆ き

さん（祢次）渡部雅
ま さ

幸
ゆ き

さん（幸野）

ジンギス友の会代表ＪＡあいづ青年連盟猪苗代地区 スタッフが楽しまないと、参加者だって楽しくない「自分だったらこうしてほしい」と思うことをする

参加者の声 参加者の声

佐藤京
きょう

美
み

さん（栃木県）

ということもあり、期待と緊張でいっ
ぱいでしたが、磐梯山を望む絶好のロ
ケーションの中で、気分も爽快に楽し
く走れました。応援の声も温かく、見
る側としてもドキドキ楽しめます。手
作り感満載で、みんなが一体となり
レースを盛り上げる感じがとても好き
です。また来年も参加します！

ツーリングはガイ
ドさんがジョーク
を交えながら猪苗
代の名所を説明し
てくれて、とても
面白かったです。
レ ー ス は 初 参 戦

1

2

3

1

2

3

・会津の農業人と触れあえたことが何
よりよかったです。農家の方の熱い意
欲と思いが伝わり、自分までウキウキ
しました。

・いろいろな話ができて、たくさんの
ことを知ることができました。農青連
の皆さんの明るさを見て、日本の農業
の未来は明るいと思いました。

・期待以上にいろいろな体験ができた。
・農産物が本当に安全だということが
わかった。逆に検査をしていない他県
が心配になった。今後は自分なりに情
報収集をして、正しい情報を知りたい。

・親切で温かい対応で、リラックスし
ながら農業体験できました。
　　　　（参加者アンケートから抜粋）

10 初

　ジンギスカップのいいところは、みんな
が楽しめるところです。レースを楽しむ、
応援して楽しむ、ジンギスカンを食べる、
牧場で動物とふれあうなど、楽しみ方はさ
まざま。参加者はもちろん一緒に来た家族
みんなが楽しめるんです。
　多くの人が閉会式まで残っているのも、
この大会の特徴です。特産品が当たる抽選
会があることも一因ですが、「もう少しこ
こにいたい」と思わせる楽しい雰囲気もあ
るのだと思います。
　人の気持ちは伝わるものです。例えば、

スタッフがつまらなそうにやっていたら、
参加者だってつまらない気分になる。楽し
そうにやっていれば、参加者ももっと楽し
い気持ちになるのだと思います。
　町内企業の協賛などのおかげで、資金面
ではだいぶ助かっていますが、実行委員で
ある友の会会員のほとんどが町外者なの
で、コースの草刈りや大会の準備などは、
人数がそろわず大変です。
　でも、自分たちの楽しさや参加者の笑顔
があるから「次も頑張ろう」という気持ち
になれるんです。
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お
も
て
な
し
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
、
そ
れ
は
「
笑
顔
」
と
「
あ

い
さ
つ
」
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
る
と
、
自
分
も
元
気
が
出
ま
す
。

笑
顔
で
接
し
て
も
ら
う
と
、
誰
で
も

う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　

人
の
印
象
と
い
う
も
の
は
、
最
初

で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
決
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
私
が
お
客
さ
ん
に
「
ガ
イ

ド
の
江
花
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
笑
顔
で
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
し
た
と
し
ま
す
。
す
る
と
相
手

は
「
感
じ
の
い
い
人
だ
。
楽
し
い
旅

行
に
な
り
そ
う
だ
な
」
と
思
う
で

し
ょ
う
。
そ
の
瞬
間
、
相
手
の
心
が

開
き
、
会
話
も
弾
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
旅
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
に
な

り
、「
猪
苗
代
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

猪
苗
代
は
観
光
と
農
業
の
町
で
す
。

「
観
光
」
を
大
々
的
に
掲
げ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
町
全
体
に
お
も
て
な

し
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
、
今
ま
で
以
上

に
大
勢
の
町
民
が
選
手
に
声
援
を
送

る
。
観
光
客
と
す
れ
違
っ
た
と
き
に

は
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛
け
る
。

そ
れ
が
町
を
挙
げ
て
の
お
も
て
な
し

だ
と
思
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
人
の
印
象
に
強
く
残
る
の

は
、
そ
の
土
地
の
「
人
」
と
の
や
り

と
り
で
す
。

　

走
る
時
に
大
勢
の
町
民
が
旗
を

振
っ
て
応
援
し
て
く
れ
た
ら
、「
声

援
が
温
か
く
て
と
て
も
い
い
大
会

だ
っ
た
」
と
思
う
で
し
ょ
う
。
行
く

先
々
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
れ

ば
、「
猪
苗
代
は
本
当
に
い
い
所
だ
っ

た
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
リ
ピ
ー

タ
ー
の
獲
得
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

来
て
く
れ
た
人
み
ん
な
に「
笑
顔
」

と
「
あ
い
さ
つ
」、そ
し
て
「
気
遣
い
」。

私
は
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
て
い
き
た

い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

の
で
す
。

　

お
も
て
な
し
の
輪
が
広
が
っ
て
、

町
中
に
お
も
て
な
し
の
心
が
あ
ふ
れ

た
ら
…
。

　

想
像
し
た
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
て

き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
の
は
、

町
に
あ
る
お
も
て
な
し
の
ほ
ん
の
一

部
で
す
。
お
も
て
な
し
は
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
登
場
し
た
人
た
ち
以

外
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
お
も
て

な
し
の
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
つ
な
い
で
く
れ
ま
す
。
お
も
て

な
し
を
受
け
た
人
の
喜
び
が
、
も
て

な
し
た
人
の
喜
び
に
つ
な
が
り
、
そ

れ
が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
な
り

ま
す
。
お
も
て
な
し
を
す
る
人
同
士

の
心
も
一
つ
に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

れ
は
、
人
の
心
と
心
を
結
ぶ
輪
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
そ
の
輪
は
き
っ
と
、

周
り
を
巻
き
込
ん
で
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
が
あ

る
イ
ベ
ン
ト
は
、
と
て
も
楽
し
く
、

居
心
地
が
い
い
も
の
で
す
。
お
も
て

な
し
の
心
を
持
つ
人
や
お
も
て
な
し

に
あ
ふ
れ
る
地
域
は
、
み
ん
な
い
き

い
き
と
し
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
人

や
場
所
に
は
、
自
然
と
人
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
お
も
て
な
し
の
輪
は
、

そ
う
や
っ
て
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
は
、
う
れ
し
い
も
の
。

ほ
っ
と
す
る
も
の
。
わ
く
わ
く
す
る

も
の
。

　

こ
う
い
っ
た
気
持
ち
は
、
お
も
て

な
し
を
受
け
る
ほ
う
だ
け
で
な
く
、

お
も
て
な
し
を
す
る
ほ
う
も
抱
く
も

これからのおもてなし

る
。
そ
れ
は
相
手
に
と
っ
て
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重

な
も
の
で
す
。

　

損
得
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
お
も

て
な
し
は
相
手
を
喜
ば
せ
た
く
て
す

る
も
の
で
す
。
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、

自
分
も
満
足
で
き
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
は
、
祭
り
に
似
て
い

ま
す
。
地
域
を
活
気
づ
け
る
の
も
、

町
全
体
で
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
い
い

と
い
う
点
で
も
一
緒
で
す
。
祭
り
は

一
つ
の
地
区
だ
け
で
や
る
よ
り
、
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
や
っ
た
ほ
う
が
盛

り
上
が
り
ま
す
。

　

楽
し
い
と
こ
ろ
に
は
、
人
が
ど
ん

ど
ん
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
町
全
体
が

お
も
て
な
し
で
あ
ふ
れ
れ
ば
、
こ
の

町
も
も
っ
と
活
気
づ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

人
と
の
出
会
い
は
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
人
と
人
と
を
結
び

つ
け
る
、「
絆
」
が
深
ま
る
よ
う
な

お
も
て
な
し
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　

お
も
て
な
し
と
は
、
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。
過
ぎ
て
も
い
け
な

い
し
、
足
り
な
く
て
も
い
け
な
い
。

一
生
懸
命
も
て
な
し
た
つ
も
り
で
も
、

相
手
に
と
っ
て
は
迷
惑
か
も
し
れ
な

い
。
ま
ず
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

お
も
て
な
し
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
一
番
の
お
も
て
な
し
は
、

猪
苗
代
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
土
地
の
も
の
を
食
べ
て
、
こ

の
土
地
の
人
間
と
話
す
。
飾
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
普
段
し

て
い
る
こ
と
を
、
ご
く
自
然
に
す
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
こ
と
を
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の

お
も
て
な
し
で
す
。

　

豪
華
な
食
事
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も

食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
採
れ
た

野
菜
で
、
こ
こ
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

作
っ
た
料
理
は
、
こ
の
土
地
で
し
か

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
料
理
を
囲

ん
で
、
お
客
さ
ん
と
会
話
を
弾
ま
せ

この土地ならではのおもてなし

それが最高のおもてなし
おもてなしに欠かせないもの

 それは「笑顔」と「あいさつ」

おもてなしの達人に聞く　町のこれからのおもてなし

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
で
激
減

し
た
観
光
客
も
震
災
前
の
水

準
ま
で
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、「
風
評
被
害
」

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
脱
却
し
て
、
攻
め
の

観
光
振
興
を
行
う
べ
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
来
年
２
月
に
は
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
、
３
月
に
は
Ｆ

Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
福
島

猪
苗
代
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
、
世
界
各
国
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
選
手
、
役
員

や
報
道
関
係
者
を
は
じ
め
、

大
勢
の
観
客
の
皆
さ
ん
を
、

町
を
挙
げ
て
、
お
も
て
な
し

の
心
で
お
迎
え
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

た
め
て
ご
支
援
、
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
開
催

す
る
国
内
最
大
級
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン （
Ｄ
Ｃ
）」
に
先
駆

け
、
４
～
６
月
に
プ
レ
Ｄ
Ｃ

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
重
ね
て
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐藤智
と も

昭
あ き

さん（曲渕） 江花俊
と し

和
か ず

さん（葉山）

猪苗代山岳会会長と猪苗代の偉人
を考える会会長を務める。歴史に
も自然にも詳しい猪苗代の達人。
いなわしろ伝保人会にも所属し、
観光客に猪苗代の素晴らしさを伝
えている

曲渕大根クラブ会会長。同地区の
遊休農地の解消と農業の伝承を目
的に活動する同会では、数年前か
ら小・中学生などの農業体験を受
け入れ、子どもたちに田舎の楽し
さや農業の大切さを伝えている

町長
　

お
も
て
な
し
の
心
、
持
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
も
て
な
し
の
輪
に
入
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
素
敵
な
未
来
と
仲

間
た
ち
が
、
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
よ
。

　

特
集　

お
も
て
な
し
の
輪　
　

終
わ
り

「攻め」の観光振興に向け、ご支援、ご協力をお願いいたします

前後　公
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秦
萌
華
（
翁
島
）、渡
部
舜
ノ
介
（
翁

島
）、
小
野
木
滉
馬
（
千
里
）、
渡
部

翔
（
千
里
）、
大
坂
憲
裕
（
長
瀬
）、

笠
間
優
希（
翁
島
）、湯
澤
あ
ゆ
み（
千

里
）、
大
堀
愛
菜
（
吾
妻
）

25
年
度

「
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
運
動｣ 

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

小
板
橋
琴
巳（
猪
苗
代
） 

優
秀
賞　

遠
藤
好
（
翁
島
）、
押
田

俊
輔
（
猪
苗
代
）、
後
藤
玲
央
（
猪

苗
代
） 

佳
作　

小
檜
山
桃
実
（
緑
）、
野
口

晴
斗
（
翁
島
）、
高
橋
瑠
依
（
吾
妻
） 

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

小
椋
倭
人
（
吾
妻
） 

優
秀
賞　

鈴
木
ま
ど
か
（
吾
妻
）、

安
部
遥
（
東
）、
鈴
木
琢
朗
（
東
）

佳
作　

遠
藤
真
桜
（
吾
妻
）、
森
田

康
哉
（
吾
妻
）、
小
檜
山
澪
花
（
東
）

　

午
前
10
時
か
ら
挙
行
さ
れ
た
表
彰

式
に
は
受
賞
者
を
は
じ
め
町
、
町
議

会
、
関
係
機
関
・
団
体
の
来
賓
な
ど

約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

前
後
公
町
長
が「
皆
さ
ん
の
多
大

な
る
ご
功
績
に
対
し
、
町
民
を
代
表

し
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
か
ら
も
町
政
発
展
の
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
を
し
た
後
、
功
労
者
と
善
行
者
に

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
に
続
い
て
、
鈴
木
武
喜
町
議
会

議
長
、
小
檜
山
善
継
県
議
会
議
員
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
浅
井
甚
一
郎

さ
ん
（
新
町
い
）
が「
町
発
展
の
た
め
、

各
自
そ
の
任
務
を
果
た
す
べ
く
誠
心

誠
意
努
力
す
る
」と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
功
労
者
表
彰

▽
有
害
鳥
獣
駆
除
員
と
し
て
の
功
績

＝
内
海
洋
一
▽
猪
苗
代
湖
の
自
然
環

境
保
全
活
動
の
功
績
＝
鬼
多
見
賢
▽

区
長
と
し
て
の
功
績
＝
瀧
澤
美
幸
▽

統
計
調
査
員
と
し
て
の
功
績
＝
渡
部

利
、
戸
田
儀
秋
▽
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
と
し
て
の
功
績
＝
浅

井
甚
一
郎

◇
善
行
者
表
彰

　

町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を

寄
付
さ
れ
た
功
績

▽
野
口
英
世
博
士
の
ふ
る
さ
と
猪
苗

代
応
援
寄
付
金
＝
佐
久
間
啓
、
川
崎

和
子
▽
教
育
振
興
事
業
協
力
の
寄
付

金
＝
福
島
県
ス
キ
ー
連
盟
▽
町
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
の
名
称
石
碑
の
寄

贈
＝
五
十
嵐
石
材
店

　

25
年
度
合
同
表
彰
式
感
謝
状
伝
達

式
は
11
月
９
日
、
学
び
い
な
で
開
催

さ
れ
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者

な
ど
に
賞
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

25
年
度｢

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
ポ
ス
タ
ー
」

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

最
優
秀
賞　

渡
部
莉
未
（
猪
苗
代
）

優
秀
賞　

諏
訪
光
（
猪
苗
代
）、
小

板
橋
夢
斗
（
猪
苗
代
）、
大
久
保
智

加
（
千
里
）

佳
作　

小
板
橋
絢
斗
（
猪
苗
代
）、

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

25
年
度
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
は
11
月
３
日
、
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
自
治
、
教
育
、
産
業
、
民
生
の
分
野
で
公
共
の

福
祉
や
町
政
に
功
労
の
あ
っ
た
６
人
と
寄
付
な
ど
を
し
た
善
行

者
４
人
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

【
高
校
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

渋
谷
徳
之
（
猪
苗
代
）

優
秀
賞　

長
﨑
真
梨
恵
、
湊
翔
弥
、

渡
部
美
歩
（
す
べ
て
猪
苗
代
）

佳
作　

佐
藤
達
弥
、
宗
像
愛
深
、
鈴

木
杏
奈
（
す
べ
て
猪
苗
代
）

【
一
般
の
部
】

最
優
秀
賞　

大
木
美
津
子
（
打
越
）

優
秀
賞　

佐
藤
淳
子
（
上
新
町
）、

増
井
陽
一
（
町
内
勤
務
）、
古
川
真

智
子
（
樋
ノ
口
）

佳
作　

穴
澤
房
江
（
町
内
勤
務
）、

小
須
田
利
子
（
小
水
沢
）、
目
黒
和

恵
（
白
津
）

25
年
度　

統
計
功
労
者
感
謝
状
受
賞

者【
福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
】

古
川
文
義
、
小
林
敏
子

25
年
度　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支

部
長
感
謝
状
受
賞
者
（
敬
称
略
）

自治功労者表彰式・合同表彰式感謝状伝達式

【
銀
枠
感
謝
状
】

有
限
会
社
吾
妻
食
品
、
会
機
工
業
株

式
会
社
、
医
療
法
人
ケ
ア
テ
ル
、
社

会
福
祉
法
人
蘭
山
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
咲
楽
の
里

福
島
県
共
同
募
金
会
長
感
謝
状
受
賞

者【個
人
の
部
】

・
一
般
募
金　

鈴
木
明
、
戸
田
忠
義
、

野
口
森
雄

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

渡
部
新
司
、
遠
藤
修
郎

【
団
体
の
部
】

・
一
般
募
金　

有
限
会
社
五
十
嵐
自

動
車
整
備
工
場
、
猪
苗
代
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

あ
い
づ
農
業
協
同
組
合
青
年
連
盟
猪

苗
代
地
区
・
女
性
部
猪
苗
代
支
部
、

有
限
会
社
三
交
産
業
、
株
式
会
社
あ

い
づ
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

合
同
表
彰
式

感
謝
状
伝
達
式ポスターコンクール最優秀賞

渡部莉未さん（猪苗代）

福島県統計協会名誉会長表彰
古川文義さん

福島県共同募金会長感謝状受賞
渡部新司さん

前
後
町
長
、
鈴
木
議
長
を
中
心
に
受
賞
し
た
皆
さ
ん
で
記
念
撮
影

標語コンクール中学生の部最優秀賞
小椋倭人さん（吾妻）
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

町民の健康のため発展誓う

　創立 20 周年を迎えた町食生活改善推進員会は 11 月 27 日、
町農村環境改善センターで記念式典を行い、これまでの歩みを振
り返るとともに、さらなる発展を誓いました。式典では、全員で
会歌を斉唱。星久子会長が「今後も地域住民の健康のため活動し
ていきたい」とあいさつしました。会の運営に貢献した会員への
表彰も行われ、星会長が表彰状を手渡しました。式典に続いて祝
賀会が開かれ、会員らが食事を囲んで和やかに歓談しました。

町食生活改善推進員会が 20 周年記念式典

優れた医学研究の功績たたえる

　免疫学や細菌学の分野で優れた医学研究を顕彰する第 56 回野
口英世博士記念医学賞の授賞式は 11 月９日、学びいなで行われ、
授賞した獣医学博士で大阪大微生物病研究所の松浦善治氏の功績
をたたえました。野口英世記念会の八子弥寿男理事長が松浦氏に
賞状を手渡しました。松浦氏の研究は「Ｃ型肝炎ウィルスの増殖
と病原性発現に関与する宿主因子の解析」で、肝臓がんの進行を
抑える新薬開発につながると期待されています。

学びいなで野口英世医学賞授賞式

八子理事長から表彰を受ける松浦氏（右）と裕子夫人（中央）

後輩たちに楽器と思いを託す
長瀬小マーチングバンド移杖式

　長瀬小マーチングバンドの発表会・移杖式は
11 月 22 日、カメリーナで行われ、６年生が最
後の演奏を披露し、後輩たちに楽器を託しました。
　発表会では、バンドマスターの田母神幹太さん

（６年）が「これまでお世話になった人たちのた
めに演奏したい」とあいさつ。保護者や地域の人
たちが見守る中、６年生は感謝の気持ちを込めて
精一杯演奏・演技しました。
　移杖式では、三瓶水葵さん（６年）が山口愛海
さん（５年）に指揮杖を手渡し、ほかのメンバー
も後輩たちに楽器を託しました。下級生を代表し
新バンドマスターの青木里奈さん（５年）が「６
年生の思いを下級生に必ず伝えていきます」と伝
統を受け継ぎ、活躍することを誓いました。

写真上　息の合った演奏・演技を披露する児童
写真左下　会場には保護者や地域の人たちが大勢訪れ、
６年生の最後の演奏を見守った
写真右下　６年生たちとの演奏もこれで最後。指揮杖を
受け取り、思わず涙があふれる祝賀会の様子。手作りのラズベリージュースで乾杯

児童らが湖の環境保全呼び掛ける

　「環境フォーラム 2013 in いなわしろ」は 11 月 15 日、学びい
なで開かれました。全国モーターボート競走施行者協議会からの
拠出金を受けて実施したもので、会津若松、郡山、猪苗代の３市
町の児童が取り組んでいる環境保全活動などについて発表しまし
た。本町からは翁島小の５年生がステージに上がり、猪苗代湖の
クリーン作戦やアサザの移植、ヨシ刈りなどの活動内容を発表す
るとともに、美しい湖を取り戻すために協力を呼び掛けました。

学びいなで環境フォーラムを開催

真剣な表情で水質保全の大切さを訴える翁島小の児童たち

地方自治伸展の功績をたたえる

　秋の叙勲で旭日小綬章を受章した前町長の津金要雄さんは 11
月５日、町役場を訪れ、前後公町長に報告しました。津金さんは
町議会議員を３期９年間務めた後、町長を４期 16 年務めるなど、
長きにわたって町政の発展に尽力し、地方自治の伸展に寄与した
功績が認められたものです。津金さんは「私だけの力ではなく、
皆さんの力添えがあったからこそ受章できた。町民の皆さんに感
謝しています」と話しました。受章の報告に町役場を訪れた津金さん（右）

前町長の津金要雄さんに旭日小綬章

町内の絶品スイーツが大集合

第１回猪苗代スイーツフェスタは 11 月 17 日、レイクサイド磐
光で開かれ、来場者が町内９店舗の絶品スイーツを堪能しました。
会場には約 30 種類の和菓子や洋菓子、パンが並び、スイーツを
選ぶ来場者でにぎわいました。子どもらと共に訪れた佐藤良秋さ
ん（郡山市）は「いろいろなお菓子が食べられてうれしい。和菓
子はとてもきれいで、食べるのがもったいないくらいだった。２
回目、３回目も開催してほしい」と話していました。 絶品スイーツに舌鼓を打つ来場者

猪苗代スイーツフェスタを初開催

東京電力に約 4200 万円請求

　町は 11 月 28 日、東京電力福島第一原発事故による損害賠償
として約 4200 万円を東電に請求しました。請求の対象期間は
24 年４月から 25 年３月までで、主な内容は風評被害対策事業
費約 1900 万円、24 年度個人住民税減収分約 670 万円、入湯税
減収分約 570 万円などです。前後町長が、町役場を訪れた東電
の新妻常正常務に請求書を手渡しました。東電への損害賠償請求
は昨年 12 月に請求した 23 年度分に次いで２度目です。新妻常務に請求書を手渡す前後町長

福島第一原発事故による損害賠償として
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

環境保全の大切さを考える

　猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全フォーラムは 11 月 22 日、
ホテルリステル猪苗代で開かれました。パネルディスカッション
では、猪苗代湖の自然を守る会の鬼多見賢代表をコーディネー
ターに、ロータリー猪苗代湖水環境協議会の中村岳嗣事務局長ら
５人が「地域における環境活動の活性化」をテーマに討論しまし
た。俳優の中本賢さんの講演や、環境保全活動などに取り組む団
体の活動報告も行われました。 活発な議論が交わされたパネルディスカッション

猪苗代湖、裏磐梯湖沼水環境保全フォーラム

冬に備え防火への誓い新た

　県消防協会猪苗代支部の秋季連合検閲は 10 月 27 日、猪苗代
小学校で行われ、団員らが防火への誓いを新たにしました。猪苗
代、磐梯両町の消防団員約 500 人とポンプ車８台が出動。役場
から猪苗代小まで行進した後、通常点検などを行いました。訓練
後、検閲官の前後公町長が「火災の発生しやすい季節を迎えるた
め、予防消防をさらに徹底し、非常時に迅速かつ適切に対応でき
る体制を引き続き堅持してほしい」とあいさつを述べました。

県消防協会猪苗代支部が検閲

町内を行進する団員ら

砂防整備工事の完了を祝う

くす玉を割って盛大に竣工を祝いました

24 年前の台風被害による大倉川改修工事

今後もますますのご活躍を

　第 44 回町高齢者福祉大会は 10 月 25 日、学びいなで開催され、
町内の老人クラブ会員ら約 340 人が出席しました。町老人クラ
ブ連合会の戸田忠義会長が「活力を持って地域社会に貢献しよう」
とあいさつした後、役員表彰と会員加入増強老人クラブ顕彰伝達、
しあわせ金婚夫婦表彰が行われました。式典後は、各地区の老人
クラブ会員らがアトラクションを披露し、歌や踊りなどで会場を
盛り上げました。戸田会長から役員表彰を受ける滝澤幸市さん（右）

学びいなで町高齢者福祉大会を開催

万一の磐梯山噴火に備えて

　猪苗代、磐梯、北塩原の 3 町村で構成する磐梯山火山防災連
絡会は 11 月 12 日、情報受伝達訓練を実施しました。訓練は、
磐梯山で火山性微動を 2 度観測、噴火警報が発表されたとの想
定で実施。福島地方気象台からの連絡を受けた担当者らが、各町
村長に報告した後、前後公町長、五十嵐源一磐梯町長、小椋敏一
北塩原村長の３人が、テレビ電話を使って現状報告や登山者、住
民、観光客らの安全対策などを協議しました。テレビ電話で五十嵐町長、小椋村長と協議する前後町長

磐梯山火山防災連絡会が訓練を実施

　24 年前の台風災害を受けて改修していた大倉川の火山砂防事
業竣工式は 10 月 31 日、中ノ沢体育館で行われ、工事の完了を
祝うとともに、防災への誓いを新たにしました。大倉川は、平成
元年８月の台風 13 号による豪雨で大倉川２号橋（現新大倉川橋）
が流され、11 人が死亡・行方不明になるなどしました。式には
関係者約 70 人が出席。くす玉を割って完了を祝いました。終了後、
新大倉川橋近くの慰霊碑で献花し、犠牲者を追悼しました。

自衛官募集への協力に感謝

　町はこのほど、防衛大臣の感謝状を受けました。この感謝状は、
長年にわたり自衛官の募集に積極的に協力した功績に対し贈られ
たものです。贈呈は 10 月 26 日、自衛隊記念日中央行事の一つで、
防衛基盤の育成や隊員募集などに貢献した一般功労者・団体を表
彰する平成 25 年度防衛大臣感謝状贈呈式において行われ、小野
寺五典防衛大臣が前後町長に手渡しました。贈呈式では、企業、
自治体など 69 団体と 65 個人に感謝状が贈られました。 小野寺防衛大臣から感謝状を受ける前後町長（左）

町に防衛大臣感謝状

町民が文化の秋に触れる

　学びいな秋まつりは 11 月２、３の両日、学びいなで開かれ、
多くの町民が文化の秋に触れました。学びいなホールでは、町体
験交流協会加盟団体のステージ発表に加え、青少年メッセージ
2013 の各部門で最優秀賞に選ばれた児童・生徒らの発表も行わ
れました。館内の研修室では、町主催講座受講生の作品展示や高
齢者作品展が行われ、温かみのある作品の数々が、見る人を和や
かな気持ちにさせていました。

恒例の学びいな秋祭りを開催

学びいなホールでは多彩な演目が繰り広げられました

チームの垣根越えて親睦深める

　町内スポーツ少年団ソフトボールの「全猪苗代６年生特別引退
試合ならびに５年生以下混合強化試合」は 11 月４日、猪苗代小
グラウンドで行われました。この試合は、チームの垣根を越えて
協力し合い、親睦を深めるとともに、６年生の技術を下級生に伝
え、全体のレベルアップを図ることを目的に実施されたものです。
５、６年生の交流試合や４年生以下の交流試合、６年生選抜と５
年生以下選抜によるエキシビジョンマッチを繰り広げました。試合に参加した６年生たち

スポ少ソフトボール部が特別引退試合



広報 猪苗代  2013-12    2021    2013-12  広報 猪苗代

「誰にでも優しく、いつまでもありのままの自分
でいてほしい」。優真くんの名前には、両親のそ
んな願いが込められています。
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☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

パパとママ、お姉ちゃんの陽菜乃ちゃんと一緒に笑顔でチーズ

平成 25 年３月生まれ
～小田　
大
だ い

介
す け

さん・瑠
る

美
み

さん夫婦の長男

鈴木　優
ゆ う

真
ま

　くん

　国立磐梯青少年交流の家（小板橋昇
のぼる

所長）が主
催する、25 年度通学キャンプは「自分自身、再
発見」をテーマに、11 月 10 日から 15 日までの
６日間、同所で開催されました。
　小学校４年生から６年生までを対象とするこの
事業は、集団生活や体験活動を通して、自立性や
コミュニケーション能力など、子どもたちの社会

性を育成することを目的に毎年実施されているも
ので、今年は町内の全６校から合計 63 人の児童
が参加し、交流を深めました。
　本年度は初めて中学生がキャンプに参加。プロ
グラムと夕食作りに加わり、小学生のリーダー役
を務めました。
　キャンプの様子を写真で紹介します。

1_ 慣れない手つきで頑張ります。自分で作ることで、
毎日食事を作ってくれる家族の大切さを実感しました　
2_ 中学生リーダーが大活躍だった今回のキャンプ。小
学生からも大人気　3_ 手巻き寿司をガブリ。自分たち
で作った夕食は格別　4_「ほかの学校の友だちがたくさ
んできてよかった」と話した、初参加の草野見

み

佑
ゆ

さん（右、
千里小６年）と中学生リーダーとして参加した高橋星

せ

那
な

さん（東中２年）。高橋さんは「小学校のときに参加し
たとき、ボランティアの人たちがかっこよかった。自分
もプログラムを盛り上げたくて参加しました」と話して
いました　5_ プログラム「コーディネーション運動」。
今まで体験したことのない遊びや運動に子どもたちがい
きいきと取り組みました　6_ ボランティアが企画した
レクリエーション「フルーツバスケット」の様子。最終
日の前日に楽しい思い出がもう一つ加わりました

1
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School topics

通学キャンプ ～自分自身、再発見～ が開催されました

猪苗代中が会津代表として堂々プレー　県中学校新人野球大会

2 3

4 5

6
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く
だ
さ
い
。
ま
た
、
老
朽
化
し

て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
右
の
町
指

定
事
業
者
に
修
理
・
交
換
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
係

☎（
62
）５
６
２
２

役　

場

さ
い
。

▼
家
庭
生
ご
み
収
集

　

12
月
31
日
（
火
）
か
ら
新
年
１
月

５
日
（
日
）
ま
で
の
６
日
間
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
家
庭
生
ご
み
回
収
カ
レ

ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
28
日
（
土
）
か
ら
新
年
１
月

５
日
（
日
）
ま
で
の
９
日
間
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
休
み
に
入
る
前
に
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
先
は
、

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

水
道
管
の
凍
結
や
破
損
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
済
み
で

す
か
。
気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
損
し
ま
す
。

▼
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

①
水
抜
き
栓
で
管
内
の
水
を
抜
く　

②
水
道
管
に
保
温
材
や
電
熱
ヒ
ー

タ
ー
を
巻
く

③
蛇
口
か
ら
適
量
の
水
を
流
し
て
お

く
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

水　

道

担当月日 指定給水装置工事事業者 電話番号

25 年 12 月 28 日

金子工業（株） （64）2151

佐光設備 （66）4196

難波設備工業所 （62）2839

　　12 月 29 日

渋谷建設（株） （64）2425

（有）会津燃料 （62）3229

（有）猪苗代工務店 （62）4645

　　12 月 30 日

大栄工業（有） （64）2802

（有）阿部伊三郎商店 （62）3626

（有）渡部住宅設備機器 （66）2868

　　12 月 31 日

本間建設 （65）2701

中善商店 （66）2345

伊藤配管工業 （62）3018

26 年１月１日

宇南山設備 （65）2265

小椋建設林業（株） （64）3329

（有）笠間設備工業 （62）2883

　　１月２日

（株）五十嵐建設工業 （62）3861

鈴木設備 （62）3520

小熊建設 （64）2508

　　１月３日

金子工業（株） （64）2151

佐光設備 （66）4196

難波設備工業所 （62）2839

　　１月４日

渋谷建設（株） （64）2425

（有）会津燃料 （62）3229

（有）猪苗代工務店 （62）4645

　　１月５日

大栄工業（有） （64）2802

（有）阿部伊三郎商店 （62）3626

（有）渡部住宅設備機器 （66）2868

平成 25 年度  年末年始水道管修理担当割当表

町
有
財
産
の
公
用
車
を

公
売
し
ま
す

　

町
の
公
用
車
を
公
売
し
ま
す
。

　

車
種
お
よ
び
公
売
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
公
売
車
両

普
通
乗
用
車（
ト
ヨ
タ　

プ
リ
ウ
ス
）

・
平
成
12
年
式

・
走
行
距
離　

１
３
２
３
９
１
㌔

（
11
月
20
日
現
在
） 

※
12
月
11
日
ま

で
使
用
す
る
た
め
、
走
行
距
離
は
変

動
し
ま
す
。

・
仕
様　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車　

※
町
章
・
町
名
表
示
の
削
除
・
名
義

変
更
は
購
入
者
負
担

※
車
検
・
自
賠
責
保
険
と
も
に
期
限

が
切
れ
て
い
ま
す　

※
購
入
時
点
よ
り
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

の
交
換
は
し
て
い
ま
せ
ん

※
タ
イ
ヤ
は
冬
タ
イ
ヤ
を
履
き
潰
し

て
い
ま
す

　

内
装
・
外
装
に
年
式
に
応
じ
損
傷
・

さ
び
・
汚
れ
が
あ
り
ま
す
。
公
売
に

参
加
す
る
場
合
は
必
ず
現
車
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

　

現
車
を
展
示
し
、
そ
の
後
入
札
に

よ
り
最
高
入
札
額
者
と
売
買
契
約
を

締
結
し
、
代
金
入
金
確
認
後
に
受
け

渡
し
。
な
お
、
入
札
金
額
は
税
別
と

し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
・
場
所

12
月
16
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）　

役
場
北
側
駐
車
場

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
車
両
詳
細
お

よ
び
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
期
間

12
月
16
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

▼
入
札
申
し
込
み
期
間

12
月
16
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）　

午
後
４
時
ま
で

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
可

※
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は

必
ず
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
入
札
参
加
申
込
書
と
入
札
書
の
様

式
は
上
下
水
道
課
窓
口
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

26
年
１
月
14
日
（
火
）　

午
前
10
時

役
場
３
階　

正
庁
Ａ

※
時
間
厳
守
・
郵
送
不
可　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎
（
62
） 

５
６
３
３

公　

売

医療機関名 日にち
曜日

12/27
金

12/28
土

12/29
日

12/30
月

12/31
火

1/1
水

1/2
木

1/3
金

1/4
土

1/5
日

1/6
月

浅見クリニック
（63）2200

午前 ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○

午後 × × ○ ○ × × × × × ○ ○

小川医院
（62）2132

午前 × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

午後 × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○

かねこクリニック
（72）0660

午前 ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○

午後 ○ × × △４時まで × × × × × × ○

野崎医院
（66）2245

午前 ○ ○ × × × × × × ○ × ○

午後 ○ × × × × × × × × × ○

マリアクリニック
（66）2700

午前 ○ × × × × × × × × × ○

午後 ○ × × × × × × × × × ○

矢吹医院
（62）2169

午前 ○ ○ × ○ ○ × × × ○ × ○

午後 ○ × × ○ × × × × × × ○

町立病院
（62）2350

午前 ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○

午後 ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○

年末年始町内医療機関診療予定表（12 月 27 日～１月６日）
×：休診

年中無休　午後６時 30 分～午後 10 時 30 分
ただし、12 月 31 日～ 1 月 3 日の間は特別な診察時間となります。

（午前 10 時～午後 4 時、午後５時～午後 10 時 30 分）

夜間救急　　会津若松市夜間急病センター　会津若松市山鹿町１－ 22　☎（28）1199   （年中無休）

△：標記時間帯のみ診療

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

▼公売車両
※入札に参加する場合
は、必ず現車をご確認
ください
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・
平
成
26
年
３
月
31
日
で
満
65
歳
以

下
の
健
康
な
人

・
幼
稚
園
教
諭
お
よ
び
保
育
士
の
両

方
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

▼
提
出
書
類

・
履
歴
書
（
用
紙
は
こ
ど
も
課
で
交

付
し
ま
す
）

・
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
・
保
育
士
証

の
写
し

・
健
康
診
断
書

▼
申
込
期
限　

12
月
25
日
（
水
）

▼
選
考
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
の
上
決
定
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課　

こ
ど
も
園
係
（
さ
く
ら

こ
ど
も
園
内
）

☎
（
66
）
２
１
２
７

　

町
で
は
、
町
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
政
に
対

す
る
ご
提
案
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
「
ご
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
案
な

ど
は
、
個
人
情
報
を
除
い
て
広
報
紙

で
回
答
し
ま
す
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
建
設
的
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
、
カ
メ

リ
ー
ナ
、
学
び
い
な

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
の
定
例
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
定
例
相
談
は
毎
月
１
回

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

宮
澤
重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

　

佐
藤
明
さ
ん（
会
津
若
松
市
）

　

☎（
29
）６
６
３
３

　
（
会
津
社
会
労
働
保
険
協
会
）

▼
開
催
日
時　

12
月
18
日（
水
）、

　

１
月
15
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

三
町
村
統
一
「
合
宿
の
郷
」

名
称（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）募
集

　

北
塩
原
村
・
磐
梯
町
・
猪
苗
代
町

の
三
町
村
で
は
、
震
災
後
の
風
評
被

害
に
よ
り
合
宿
の
利
用
者
が
低
迷
し

て
い
る
こ
と
か
ら
「
会
津
磐
梯
山
・

猪
苗
代
湖
合
宿
の
郷
を
創
る
協
議

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

三
町
村
は
、
自
然
環
境
に
優
れ
、

宿
泊
施
設
が
充
実
し
た｢

合
宿
の
郷
」

と
し
て
の
名
称
を
募
集
し
、
採
用
さ

れ
た
名
称
を
基
に
広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
の
場
と
し
て

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

広
報
猪
苗
代
12
月
号
に
折
り
込
み

の
募
集
チ
ラ
シ
に
記
入
の
上
、
町
役

場
建
設
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
募
集
チ
ラ
シ
に
記
載
の
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募
も
可

能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎
（
62
）
２
１
１
８

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
幼
稚
園
・
保
育
所

の
嘱
託
教
諭
お
よ
び
保
育
士
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。　

▼
募
集
人
員

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士　

若
干
名

▼
雇
用
予
定
期
間

雇
用
決
定
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
（
月
）
ま
で

（
※
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
雇
用
に

つ
い
て
は
、
再
申
請
と
な
り
ま
す
。）

▼
採
用
条
件

・
第
１
０
４
号
「
猪
苗
代
町
議
会
臨

時
会
の
招
集
」

（
総
務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
１
０
５
号
「
充
当
通
知
の
公
示

送
達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
１
０
６
号
「
猪
苗
代
町
議
会
12

月
定
例
会
の
開
催
」（
総
務
課
行
政

管
理
係
）

・
第
１
０
７
号
「
平
成
25
年
度
町
県

民
税
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
１
０
８
号
「
平
成
25
年
度
国
民

健
康
保
険
税
督
促
状
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
係
）

公　

告

・
第
39
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
」（
農
業
委
員
会

事
務
局
農
地
係
）

・
第
40
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て（
第
４
号
）」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
41
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

・
第
42
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
５
号
）」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
43
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　

談

意
見
箱

▼
回
答
方
法

「
広
報
猪
苗
代
」
で
回
答
し
ま
す
。

▼
記
載
に
つ
い
て 

・
記
名
、
無
記
名
は
問
い
ま
せ
ん
。 

・
ご
意
見
箱
に
用
紙
を
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の
ご
意

見
、ご
提
言
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
記
載
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
〉

・
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
ら
な
い
、
事

実
の
確
認
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由

で
回
答
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
は
趣
旨
が
わ
か
る
よ

う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
も
の
、
営

業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関
す

る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
の
送
付
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

告　

示

・
第
１
０
２
号
「
債
権
差
押
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
１
０
３
号
「
国
民
健
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閲覧日
申出者の氏名

（法人の場合はその名称および代表者氏名）
利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

24 年
11 月 12、13 日

株式会社サーベイリサーチセンター　
代表取締役　藤澤士朗（共同申出者　
株式会社インテージリサーチ）

家計消費状況調査
猪苗代地区、千里地区、長瀬地区の 16 歳以上の
男女

24 年
11 月 14 日

一般社団法人中央調査社
会長　西澤豊

国 民 性 に 関 す る 意 識 動 向
（2012 年度）調査

大字千代田、大字磐里の 20 歳以上 79 歳以下の
男女

25 年
５月８日

株式会社サーベイリサーチセンター　
代表取締役　藤澤士朗（共同申出者　
株式会社インテージリサーチ）

家計消費状況調査 猪苗代地区の 16 歳以上の男女

25 年
５月 15 日

一般社団法人中央調査社
会長　西澤豊

国民生活に関する世論調査 字南半坂、字北半坂、字新地、字中町、字土町
南の 20 歳以上の男女

25 年
５月 22 日

一般社団法人中央調査社
会長　西澤豊

テレビ視聴に関する調査 字新町、字本町の 16 歳以上の男女

25 年
６月４日

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

４～９歳・10 代のスポーツ
ライフに関する調査

大字長田、大字三ツ和、大字磐根、大字翁沢の
４歳以上 19 歳以下の男女

25 年
６月 19 日

一般社団法人中央調査社
会長　西澤豊

第６回メディアに関する全
国世論調査

字弁才天西、字中町、字堤の 18 歳以上の男女

◆国または地方公共団体の機関からの請求によるもの（法第 11 条）

◆個人または法人の申し出によるもの（法第 11 条の２）

住民基本台帳の
写しの閲覧状況

住民基本台帳法第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項に基づき、

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況についてお知らせします（24

年 11 月から 25 年 10 月までの１年間）。

閲覧日 機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

24 年
11 月７、８日

自衛隊福島地方協力本部
会津若松出張所長　佐野芳則

自衛官の募集に伴う広報の
ため

平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの
男女
平成 10 年４月２日～平成 11 年４月１日生まれ
の男子

掲
示
板

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ
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毎週火曜日、午後７時まで
窓口業務の時間を延長しています編

集
後
記

暮らしの情報広場

　 不審な電話に要注意！
　 なりすまし詐欺かも

　国税局や税務署の職員を名乗る者
から電話があり、アンケートや年金
受給調査と称して、年齢や家族構成、
年金の受給状況、預金残高、口座情
報などについて聞き出そうとする事
例が発生しています。
※不審な電話があった場合には、即
答を避け、①相手の所属部署、②氏
名、③電話番号を確認した上でいっ
たん電話を切り、最寄りの税務署に
お問い合わせください。
問会津若松税務署　☎（27）4311

　 冬季間の消火栓などの
　 除雪にご協力ください

　消防署・消防団は火災発生時に消
火栓・防火水槽を使用し消火活動し
ます。自宅の周囲に消火栓などがあ
れば除雪をお願いします。また、消
火栓・防火水槽の周りには雪を捨て
ないでください。ご協力をお願いし
ます。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

　 会津ロイヤルプラザに
　 申告書作成会場を開設

　税務署では、所得税、個人事業者
の消費税および贈与税の確定申告書
を作成するための会場を開設します。
●開催日時　２月３日（月）～３月
17 日（月）　午前９時～午後４時

（土・日・祝日を除く）
●開催場所　会津若松市中町３－53

（野口英世青春通り）

　会津ロイヤルプラザ　２階
※例年、３月に入ると大変混み合い
ますので、早めにご来場ください。
作成会場には駐車場がありません。
公共交通機関をご利用ください。
税務署内には申告書を作成する会場
はありません。
問会津若松税務署　☎（27）4311

　 県がおもてなし研修会
　 を開催します

　県では、平成 27 年「ふくしまデ
スティネーションキャンペーン」の
開催に向けて、おもてなしでお客様
をお迎えするため、「おもてなし研
修会」を開催します。参加料は無料
です。ふるってご参加ください。
※事前申し込みが必要です。

【観光・一般事業者向け講座】
●日時　26 年１月 23 日（木）

〈午前の部〉
午前９時 15 分～午後０時 45 分

〈午後の部〉
午後１時 30 分～午後５時

【旅館・ホテル向け講座】
●日時　26 年１月 24 日（金）
午前９時 15 分～午後０時 45 分

【交通事業者向け講座】　
●日時　26 年１月 24 日（金）
午後１時 30 分～午後５時
※会場はいずれも会津アピオ展示
ホールです
問リョケン　☎ 0557（83）2120

Life Information
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   今月の納期
（納期限12 月25 日）

●固定資産税    ３期分

●国民健康保険税 ６期分

●介護保険料　６期分

●後期高齢者

　医療保険料    ５期分

●上下水道使用料 12 月分

●下水道受益者負担金 ４期分

１　犯罪発生状況

◎家族や警察官などを装いお金をだまし取る「な
りすまし詐欺」が増えています。話の中で、お金
の手渡し・振り込みの指示があったときは、すぐ
に家族、知人か警察（110 番）に相談してください。

◎路面凍結によるスリップ事故が多発していま
す。ドライバーの方は速度を控え、安全運転に心
掛けましょう。歩行者・自転車の方は、夜間は反
射材を着用し、周囲の車の動きに注意しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 25 年 平成 24 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 48 66 -18     -27.3
磐 　 梯 　 町 16 15  1 　    6.7
裏 　 磐 　 梯 11 9  2      22.2

　　　計 75 90 -15     -16.7

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
25 年 24 年 25 年 24 年 25 年 24 年

窃盗犯計 36 44 15 8 10 7
空き巣 1 1
金庫破り
事務所荒らし 1 1
出店荒らし 2 1
倉庫荒らし 1 1
侵入盗その他 3 3
置引き 3 6 2
車上ねらい 3 5 1 1 1 2
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 1 1
自販機ねらい
万引き 6 4
職場ねらい 1 1
さい銭盗 4
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 6 2 11 2 3 2
非侵入盗その他 10 7 2 3 2 1
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 2 8
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 2 1
詐欺・横領 2 3 1 1

遺失物等横領 1 1 2
器物損壊 5 15 2 1

その他の刑法犯 1 3 1
総　計 48 66 16 15 11 9
増　減 -18 1 2

死亡事故 1 2 0 0 0 0
増　　減 -1 0 0
人身事故 59 86 14 12 4 7
増　　減 -27 2 -3

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 25 年10月31日現在） お悔やみ申し上げます

（ 10 月15 日～11月14日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

齋藤　敏夫 76 敏夫 川桁
宗像　俊江 84 俊江 上ノ上

五十嵐ウサ 90 澄子 西舘
田原　長重 87 長重 中の沢

遠藤ミツキ 85 博之 名家
梅村　和義 84 和義 桜ケ丘

小野　久子 90 正明 川桁
菅井　　誠 81 誠 上戸駅前

小椋　ヨサ 91 ヨサ 達沢
鈴木　藤司 92 建司 東舘
二瓶　彦一 90 彦一 大在家

薄　　和子 80 寿一 酸川野

渡部　　進 84 隆雄 蟹沢・長浜

遠藤タニ子 89 正直 明戸
吉野　三枝 91 肇 中目
土屋　定伊 88 定敏 東南真行

古川　芳昭 80 一昭 白木城

棚木　　誠 90 義雄 西舘
宮川タケノ 90 タケノ 桜ケ丘

土屋　　大 87 勝昭 壺下
土屋　衣子 87 仁 上戸駅前

渡部　　信 85 信 四ツ谷

宇南山タケヲ 88 晃 木地小屋

町の人口

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

 25 年 11 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,188 人
　　世帯数　　　  5,059 戸
　　出生　  8 人　  転入　 25 人
　　死亡　30 人  　転出　 34 人
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善意をありがとうございます

○社会福祉事業協力金として
　佐藤ケイ子さん（蜂屋敷）
　　　　　　　　     50,000 円
○野口英世博士の里ふるさと猪
苗代応援寄付金として
　長島公

き み

秀
ひ で

さん（千葉県）
　　　　　　　　　 30,000 円

いよいよ 12 月に入り、本格的な雪のシーズンとなりました。
スタッドレスタイヤへの履き替えはお済みですか？
毎年、冬になるとスリップによる交通事故が多数発生します。
スキーのメッカである本町には、毎年、県内外から多くのスキー客が
訪れます。十分な車間距離と早めの減速で、雪道の先輩ドライバーと
して模範となるような運転を心掛け、本町を訪れる皆さんを無事故で
おもてなししましょう！！

　　　～年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動実施中～

　　　　　　　　　　　　　　　　　～猪苗代町交通対策協議会～

研 修 会

防　　犯

消　　防

申　　告

スノーシーズン「無事故のおもてなし」

町役場正面玄関前で全血献血を実施します。
冬場は風邪をひいて体調を崩したりする人が多く、
血液が不足しがちです。400㍉㍑献血へのご協力
をお願いします。
クリスマスならではの特別なプレゼントを用意して、
皆さんの来場をお待ちしています。

クリスマス献血を実施します

12 月 25 日（水）　午前９時 30 分～午後５時

○夜道の外出は反射材などを身につけましょう
○飲酒運転は絶対してはいけません
○シートベルトとチャイルドシートの正しい着用

光ります　ルールとマナーと　反射材

保健福祉課　健康づくり係　☎ 62-2115

・・・・・

町では、町民の皆さんの利便性向上を
図るため、毎週火曜日、午後７時まで
住民票・税証明発行などの窓口業務の
時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111



Our  Museum
みんなの美術館

12 月は翁島小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　大根や人参などの根菜類は食物繊維が多く含まれます。よく噛むことで満足感が得られ、食べ過
ぎの予防につながります。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 198

【材料】4 人分
大根 ５㌢・人参 1/4 本・かずのこ 20㌘・Ａ { 砂糖 
大さじ１・酢 大さじ１}

【作り方】
①大根と人参は千切りにし、かずのこは食べやすい
大きさに切る。
②Ａを入れたボウルに大根と人参を加え味がなじん
だら、かずのこを加えて混ぜ合わせ、器に盛って出
来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 29㌔㌍、塩分 0.2㌘

かずのこ入りなます
（メタボ予防メニュー）

「花畑と犬と猫」

適当に切った色紙を組み合
わせて作りました。「これ
はリボンに見えるね」など
と友だちと話をしながら、
色紙を貼り付けました。リ
ボンを付けたかわいい犬が
お気に入りです。 釣巻　優

ゆ

紀
き

さん（１年）

「ワニガメ大出産」

貝のきれいな色が気に入っ
ています。「明るい色のほ
うがいいよ」と友だちが
言ってくれて、それがよ
かったです。甲羅の模様が
細かくて難しかったけど、
上手にできました。渡部舜

しゅん

ノ
の

介
す け

さん（４年）


